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場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：３月５日（火）  

１１：００～１２：００ 

気軽に発声練習してみませんか？ 

大人向けの音読会です。 

３月のテーマは、 

『金子みすゞ』！ 

 

タイトル文字：滝平二郎 

 

☆幼児向けおはなし会 

３月 １３日、２７日⇒１０：００～１１：３０ 

３月 ２０日     ⇒１０：３０～１１：００ 

 

≪図書館スタッフ≫（児童室） 

いつ：３月２日（土） 

時間→１１：００～１１：３０ 

≪「やまびこ」さん≫（児童室） 

いつ：３月１７日（日） 

時間→１１：００～１１：３０ 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：３月２３日（土）１０：００～ 

内容：「難病を抱える母と暮らす孤独な少年」 

    （上映時間：１１０分） 

お申込不要です。無料でご覧いただけます。 
場所：明野図書館 

日時： ３月３日（日） 

対象：高校生以上 

（※１４：００～１６：００） 

内容： 

「おはなし会」「配架作業」「本の修理」 

申込は不要です 

 

 

ぬいぐるみハント 
場所：明野図書館  

対象：０歳～１２歳の 

   図書館利用カードを持っている方 

期間：３月５日（火）～３月３１日（日） 

受付：期間中に明野図書館 カウンターまで 

   来てね(^_^)/ 

「ぬいぐるみの写真」を探して、プレゼント 

もらおうよ！ 

 

H３１年度の図書館サポーター（ボランティア）を 

募集します。 

私たちと一緒に図書館をさらに活性化させません

か？ 

作業内容は、イベントの準備やおはなし会、本の修理

やガーデニングなどです。興味のある方はぜひ！ 

時間もご都合に合わせて決められます(*^^)v 

まずは、３月の説明会にお越しください(*^_^*) 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：３月８日（金）・９日（土）１１：００～１２：００ 

対象：高校生以上 

申込：不要。当日直接、明野図書館にお越しください。 

 

 

 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/

コラム No.3７９ 

 
 

関城跡と中村宝水 

    ― 生誕 140年記念「中村宝水資料館」開設 ― 

中村 勝美 

 

 旧関城町大字関舘の南部（字内舘）に、集落の人々が「お堂様」と呼んでいる墓があります。これは、宝篋印塔

で、向かって右側が「関 宗祐」、左側がその子「関 宗政」の墓であるとして、言い伝えられています。関氏は、「藤

原 秀郷」の子孫で、代々、関の地頭でした。南北朝争乱の時代（1334年～約 60年間）には、関氏は関城を拠点に

して南朝方として、大宝城、駒城、真壁城、伊佐城、中郡城及び西明寺城の中心的な存在となり、北朝軍と戦いま

した。 

 延元元年（1336年）頃には、大きな勢力を率いて栃木県茂木方面へ出兵しましたが、北朝方の「足利 尊氏」の家

臣であった「高 師冬」に攻められ、興国 4 年（1343 年）11 月 11 日に落城し、宗祐及び宗政は戦死し、その他の諸

城も落ちて、関東南朝軍は全滅しました。なお、この地で「北畠 親房」が修訂した「神皇正統記」は世に知られてい

ます。 

 関城跡は、約 8 ヘクタール余りの台地に、東南西を元の大宝沼（現況：田）に囲まれ、北方一帯には土濠を掘り、

沼の水を引き入れた堅牢な城でした。そのため、大宝城とともに関東南朝軍の拠点となりました。 

 関舘の集落は、元禄時代以前は隣接する藤ヶ谷の新田であったため、戸数も僅かでした。荒れ果てた城跡に住

み着いた祖先たちは、供養塔を元の城主の墓と知っていたのか、大切に供養し、村づくりにおける心の拠り所とし

ていました。明治以前からこの地を訪れる文人も多く、特に、「小山 春山」は、慶応年間にしばしばこの地に赴き、

「関城之碑文」を残し、集落の人々へ関城の忠義を伝えたとされています。 

 現在に至るまで、関城の遺跡が保存されてきた背景には、この地の歴史を知った祖先たちの尽力によるもので

あると考えられます。 

 その中で中村 宝水（本名：寿三郎、1878～1954）が会長となり、関城史跡保存会が発足され、その保存に努め

た功績は大きく、昭和 9年 5月 1日、国指定（文部省）史跡にも指定されました。 

 宝水は、旧制下妻小学校を卒業後、二松学舎（現二松學舍大学）で「三島 中州」に漢学を学び。さらに、東洋哲

学館（現東洋大学）では「井上 円了」に師事しました。 

 その後、「帰去来（郷里に帰るために、官職をやめてその地を去ることの意）」の決意で郷里に帰った宝水は、自

宅に私塾を開き、近隣の人々に読み書きを教える傍ら、郷土史研究に注力し、広く有識者との交流も深めた人物

でした。 

 この度、宝水の生誕 140 年記念として、生前に残した資料を郷土史勉強の一助にと考え、「中村宝水資料館」を

開設するに至りました。 

 関城跡に係る史料のほか、加波山事件、水戸勤皇士（天狗党）、二宮金次郎及び長塚節等に関するものを展示

しています。 

 郷土史に御興味のある方は、是非一度、お越しください。（要事前予約：090-3523-0143）。 

 

（なかむら かつみ／中村宝水資料館館長） 

 

 


